
大切な出会いを、次の営業活動の起点に今後の展望

研修で得た貴重なご縁を、今後の事業展開にさらに活かしていきたいと考えていま
す。まずは、全国にある当社の営業拠点との連携を強化。研修に参加された方の情報
を、その地域を担当する営業所と共有し、得た人脈を活かし、営業の助けになるよう
にしていきたいと考えています。

島根県美郷町で、住民が主体となる鳥獣被害対策を進めています。当社はこの活
動に対し、「現場での直接支援」と「研修施設での知識提供」という二つの側面から
参画。今回は、それぞれのアプローチを担う中国営業所の社員２名に、具体的な活
動内容とその成果について話を聞きました。 
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2025年6月、田植え直後の田んぼが、シカの被害に遭っ
ていると相談がありました。私自身は捕獲経験が浅かっ
たのですが、営業所のメンバーと協力して通り道を予測。
罠を仕掛けたところ、翌日には大きなシカを捕獲できてい
ました。お客様に報告した際、「本当にありがとう」と心か
ら喜んでいただけたときの表情は、今でも忘れられませ
ん。全員で成し遂げた達成感、そして町の方から直接いた
だく感謝の言葉こそが、この活動の最大の醍醐味です。

活動の中で印象に残っている
エピソード

「ありがとう」の一言が、何よりのやりがいに

具体的な活動内容

ご依頼をいただくと、まず現地の集落
へ向かい、お客様と一緒に畑を歩き
ながら被害状況のヒアリングを行い
ます。この際、「いつ頃から、どの動物
に、何をされているか」を詳しくお聞きすることが、対策の第一歩です。

１.集落の点検 電気さくだけでは被害が別の畑に移るだけ
で、根本的な解決にはなりません。畑の作物を
荒らすイノシシやシカなどの野生動物だけを
「加害個体」と定め、それらを捕獲することで
被害の抑制を目指します。そのため罠の設置
や修繕も、私たちの重要な仕事の一つです。

２.加害個体の捕獲

日々の挨拶や会話から生まれる信頼関係

地域密着型営業で大切にしていること

何よりも大切にしているのは「地域とのつながり」です。この仕事は、住
民の方々との信頼関係なしには成り立ちません。その信頼関係を築く
ため、私たちの営業所では「お客様との距離の近さ」という強みを活か
し、たとえばスーパーなどでお会いした際に積極的に会話を交わすな
ど。そのような何気ないやり取りから、新たなご相談につながることも
少なくありません。また「タイガーさんに頼んで良かった」という口コミ
から、新たなお仕事をいただいたこともあります。この深いつながりを
大切に、これからも地域の収穫支援に貢献していく所存です。

鳥獣被害対策と、捕獲したイノシシやシカを資源として活かした地域おこしで、全国から注目
される島根県美郷町。当社は、この先進的な地域を舞台に独自の研修・視察プログラムを提
供しています。電気さくや防護さくのスペシャリストとして、参加者の皆さんに正しい設置方法
や、よく見かける間違いなどをお伝え
することが私たちの役割。そして最
大の目的は、ここで得た知識をそれ
ぞれの地域に持ち帰っていただき、
大切な農地を自分たちで守れるよう
になってもらうことです。

正しい知識で、大切な農地を守るお手伝いを

「みさとキャラバン」は、島根県美郷町の「住民が主体となって鳥獣被害対策を進めたい」と
いう思いから始まりました。その考えが、当社の「収穫支援」という理念と合致し、参加するこ
とになったのです。しかし、私たちの役割は対策を代行することではありません。あくまで
キャラバンの一員として、住民の皆さんが「自分たちでできる被害対策」を実現するための
支援をすることが目的です。ご高齢の方でも管理できる防護さくを提案するなど、使う人に
合わせた対策を一緒に考え、専門知識や資材を提供することで活動を後押ししています。

「みさとキャラバン」への参加を決めたきっかけ

住民が主体となる鳥獣被害対策を支援するために

視察の様子

研修・視察を行う背景と目的

研修に参加された方から、「うちの場合はどうす
れば？」といった具体的な質問をいただくと、大き
な手応えを感じます。その問いかけには、自分たち
の地域を守りたいという真剣な熱意がこもってい
るからです。鳥獣被害対策を成功させるにはこの
熱い思いが大切です。
研修に参加された方が課題解決のヒントを得て、
納得され、やる気を出していただく。それこそが、
この取り組みの何よりの成果です。

参加者の納得した表情が、
さらなるモチベーションに

具体的な取り組み

私たちの活動の中心は、美郷町にある当社の研修施設で行う「研修」で
す。施設の展示場には、当社製品を活用したさまざまな防護さくを実際に
設置しています。研修では、基本の設置方法から応用例、さらには「よくあ
る間違い」の例などの講義を実施。直接見て、触れてもらいながら、鳥獣
被害対策の基本と実践のポイントを具体的にお伝えします。またイノシシ
だけでなく、サルやタヌキなど様々な種類の野生動物への対策について
も、専門的な知見からアドバイスしています。

１.「研修」を通じて実践的な講義を実施

研修とは別に、特定のテーマに絞った「視察」を受け入れることもありま
す。過去には、全国的に問題となっている豚熱(CSF)の処理についての見
学を希望され、対応をしました。防疫指針、手引きなどを踏まえて行って
いるタイガーの処理の仕方を見ていただきました。このように、その時々
の社会的な課題や、地域のニーズに合わせた専門的なプログラムも実施
しています。

２.「視察」を通じて専門知識をレクチャー

取り組みの成果と手応え

令和６年度
島根中央高校のふるさと学習

研修参加前は、「自分たちではもうどうしようもない」と、少し諦めに似た気持
ちを抱えている方も少なくありません。しかし、正しい知識を学び、具体的な対
策方法を知ることで、その意識は大きく変わり、「自分たちでもできることがあ
るんだ」と、主体的な気持ちが芽生えます。この「意識の変化」こそ、私たちの取
り組みがもたらす最も大きなプラスの変化だと確信しています。また、何かわ
からないことや課題が出てきた場合は日本に幅広く拠点がある当社に頼って
いただきたいと思います。

知識がもたらした「主体性」の芽生え

参加者や地域にもたらされたプラスの変化
集落の点検
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